
分 340.J号

昭和47年3，q16日

発行銃

千ま義務狭孫子市役所
千葉』棋会孫子市君主孫子1858宅建主主
f主総あびι(0471)82 -11 51{大代議)
昭和34年7月31日 *三重量郵便季語蓄基可
発行自室草月 l日・1岳器ー 1部12f'l 

③令φ続税のお顕い令φφ

市税発給にど協カください

今月のt詩型塁数奴It次のとお9行ないますので、
ど利iIIくださも同
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も
有
名
然
災
の
も
の
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
農
業
畿
の
将
来
に
と

っ
て
、
大
き
な
問
題
と
な
る
こ

と
は
明
ら
か
な
ζ

と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
よ
い
年
余
制
制
度

が
あ
守
主
す
出
り
で
、
該
当
議
は

ぜ
ひ
と
も
旅
人
吉
れ
ま
す
よ
う

お
す
す
比
叩
い
た
し
ま
す
α

加
入
資
務

0
・
旅
人
の
総
細
川
条
件

i
l枇昨

年
の
ゴ
万
一
臣
務
畿
で
図
民
年

金
に
加
入
し
て
い
る
二
十
銭
か

ら
双
十
五
歳
ま
で
の
綾
家
町
村
聴

営
殺
。
加
入
丹
校
方
に
は
、
次
時

二
つ
が
あ
号
ま
す
む

。
当
然
お
入

i
!耕
作
山
際
機
が

発
い
隣
陣
抗
議
後
の
念
簡
明
で
あ

り
ま
し
た
渋
象
者
等
金
制
度

は
、
す
で
に
昨
年
か
ら
金
悶
倒
的
加

に
そ
の
業
務
が
蹴
開
始
語
れ
て
お

り
ま
す
。

と
り
判
明
由
民
は
、
「
用
問
民
年
金

主
合
わ
せ
て
、
設
業
務
の
送
後

の
生
活
安
樹
脂
に
役
立
て
な
が

ら
、
脱
討
議
経
営
の
近
代
化
と
設

地
保
有
の
会
副
理
化
を
は
か
る
」

手
と
を
巨
品
開
と
し
た
淡
莱
煮
の

た
め
の
年
帯
制
度
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
夜
に
お

い
て
も
年
金
内
容
の
緩
徐
や
お

入
国
民
進
な
ど
が
ま
だ
ま
だ
不
十

分
伝
た
め
か
、
h

捌
入
市
中
は
き
わ

め
て
緩
い
状
態
で
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
‘
せ
っ
か
く
よ
い
縦
波

定
例
常
市
議
会
一
二
月
二
十
三
段

ま
で
十
間
関
自
問
ぜ
ひ
傍
聴
薮

開
閉
和
四
十
七
年
簿
一
一
活
安
倒
開
策
縫
会
mu
会

制
期
日
開
制
品
炉
、
百
一
月
六
お
の
繍
開
会
運
科
目
受
話
開
会

で
決
ま
れ
ソ
ま
し
た
の
で
お
加
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
こ
の
恕
削
開
会
で
は
、
間
哨
恥
抑
制
時
十
七
年
療
の

常
限
条
の
伸
施
設
方
針
が
総
べ
ら
れ
}
般
会
計
予

算
な
ど
が
輪
開
策
主
し
て
総
栴
持
さ
れ
て
お
れ
ソ
ま

す
。
な
れ
相
、
人
留
掛
期
日
程
に
つ
い
て
は
議
の
と
お

号
三
月
十
時
H

か
ら
一
一
一
万
二
十
一
ぬ
U
H
ま
で
め
十

間
間
関
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
中
市
滋
会
本
会
紬
織
を
傍

務
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
緩
い
ま
す
。

傍
臨
時
は
、
交
付
で
出
掛
務
人
名
簿
に
段
伸
川
、

氏
名
官
記
入
す
る
だ
け
で
す
。

傍
聴
す
る
に
と
に
よ
っ
て
、
中

mゅ
は
今
ど
ん

な
問
燃
を
か
か
え
て
い
る
か
、
ま
た
、
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
念
し
よ
う
と
し
て
い

る
か
な
ど
、
い
く
ら
な
号
と
も
お
わ
か
与
に

な
ろ
う
か
と
患
い
ま
す
。

私
達
紳
柏
、
除
制
T

時
十
一
丹
に
三
十
名
投
機

関澗
h
g
噛
措
び
ま
し
た
が
‘
こ
の
方
た
ち
は
、
浪

速
五
万
六
千
恋
民
の
楽
的
り
し
あ
わ
せ
の
た
め

に
ど
由
よ
う
な
議
会
選
欝
を
す
る
か
、
あ
な

た
も
一
度
宮
市
議
会
本
会
織
を
傍
聴
し
ま
せ
ん

か。

五
十

7
i
ん
以
上
の
殻
樹
制
緩
営

翁@
討
阻
榔
品
加
入

i
!一
一
一
十
ア
ー
ル

以
上
五
十
ア

i
ル
来
線
の
俊
樹
棋

の
付
紙
営
者
な
ど

々
お
、
こ
こ
で
脇
村
に
持
出
窓
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
五
十

ア
ー
ル
以
上
の
経
掛
同
組
桝
附
腕
は
も

っ
て
い
る
が
、
経
営
者
が
ネ
険

制
制
附
附
〈
山
本
十
五
議
以
上
V

の
た

め
に
叙
入
哨
に
き
な
い
携
帯
棋
の
絡

会
弘
は
、
そ
の
後
総
選
が
新
し

い
幾
核
抑
燃
料
鵠
省
主
し
て
の
変
一
軍
民

総
を
農
業
骨
官
民
会
に
正
式
に
綬

泊
す
れ
ば
、
そ
む
後
川
郡
平
穏
に
か

ぎ
っ
て
任
蜘
島
知
洲
入
と
し
て
、
こ

の
錐
・
金
ぷ
入
れ
る
と
い
う
点
で

す
。
年
金
の
・
内
訳

。
経
常
務
綴
年
金
は
弓
六
十

歳
か
ら
月
一
万
六
千
将
、
農
業

審
議
令
指
ザ
金
時
弘
、
六
十
湾
統
か

ち
万
二
刀
八
弔
問
け
、
こ
の
徐
か

死
亡
一
臨
吋
金
と
剛
腕
滋
一
時
時
金
と

し
て
、
一
品
匁
で
三
千
田
村
、
十
年

で
ご
刀
二
千
四
H
が
そ
れ
ぞ
れ
支

給
さ
れ
ま
す
。

。
援
金
鉱
、
同
間
十
二
パ

1
L官

Y
与
が
倒
的
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
本
人
魚
鐙
分
は
汚

七
苔
双
十
出
什
で
す
。
そ
し
て
と

の
組
問
金
は
、
回
賄
側
鵬

K
Lて
ニ
十

年
開
閉
絞
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。加

入
の
手
続
き

。
と
の
農
業
譲
総
会
的
具
体

薬
務
同
弘
、
各
総
尻
島
県
業
協
開
問
拍
組

合
守
行
な
う
こ
主
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、

hm
人
申
し
込
み
は

各
幾
腕
闘
の
窓
お
で
行
な
っ
て
く

日次 月 日 書露;閣総書寺却j 強襲 要堅

事務1日 3 fllO 13 金 午後1時

務28 3月11自 ニ主
f本 ~ス~ 

喜善3悶 3 fl128 日

き高4日 3 fl1313 月 。社i政にわfする…般質事会窓問
ひま護家iニ対する大綴 疑

I ¥ 午後1雲寺
。予算委獲‘盗員持事、特f会育上別付委託総員 主主霊堂

童書68 3 fl15 8 水 。0言長葉選費媛量 、委E司会付託

告書7白 3 fl16 a 木: f本 ム"" 

第13お 3 fl22釘 埼え {雪~J司会開{緩}

第148 3 fl23滋 木 午後3絡 O。警R丹告爽f支念報管 z総務.;j準決

会J哲114日間昭和47年第1霞定例会会期日程{案)

だ
さ
い
0

0
農
業
者
年
金
制
度
に
は
、

こ
の
ほ
か
緩
臨
時
給
付
金
制
制
度
な

ど
も
あ
り
ま
す
'
の
で
、
不
明
な

ぷ
端
、
制
制
度
丹
時
許
制
酬
に
つ
い
て
は

各
淡
路
や
燦
祭
委
員
会
に
お
た

ず
ね
く
だ
事
い
。

行

政

穏

隣

人
織
機
務
相
談

一
二
月
の
刊
行
政
相
相
談
お
よ
が
人

様
綴
滋
樹
相
談
は
次
の
と
お
号
行

な
い
ま
す
の
で
ど
利
勝
く
だ
さ

い。v
a持
一
口
敏
月
二
十
七
日
午
輸
出

十
時
か
ら
午
後
一
ユ
時
ま
で

V
域
紛
湖
説
中
丸
山
川

な
お
副
司
自
は
法
務
局
後
段
、

制
向
付
先
生
、
品
軌
m
問
先
鋭
、
渡
辺

先
生
、
お
役
所
出
問
呂
H
が
山
州
出
蹄
の

予
定
で
す
。

犬
は
必
ず
つ
な
い
で

議
犬
、
野
犬
に
よ
る
後
傷
を

受
け
た
り
、
繁
官
習
が
柿
世
襲
安
受

け
た
号
、
農
作
物
が
慾
在
れ
た

号
す
る
常
事
伶
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
発

争
中
し
、
大
き
な
役
会
問
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

相
腕
い
主
は
、
掛
舶
に
つ
な
い
で

お
く
描
刺
殺
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
事
項
に
波
怨
し
て
い
た
だ

き
、
い
た
ま
し
い
事
欲
的
発
生

を
時
間
広
し
て
く
だ
さ
い
。

品
目
火
時
拡
幅
良
仕
を
も
っ
て
必
ず

つ
な
い
明
、
抑
制
う
こ
主
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水
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木
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u
n
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。合v

a
ノ
M
e
t
a
'
a
7
h
u

日
付
田
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電
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令
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211の人口動燃

5理女計

日出生 62人 58人 126.人

転入 278人 244人 522人

死亡 告人 8人総人

転出 151人 128人 279人

ロ人のT骨@
相
場
年
一
一
間
的
笠
録
、
森
、

秋
一
一
凶
の
村
民
ふ
八
附
開
予
防
法
紛

争4
受
け
る
こ

t

品w

不
問
出
品
八
川
川
知
的
心
情
町
に
為
る

ド
ッ
ダ
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は

務
役
所
〈
第
一
、
第
J

吋
水
泌

総
同
午
的
関
山
中
ま
で
に
〉
路
け
出
出

し
て
く
だ
さ
い
。

@
飼
い
犬
刊
か
も
し
人
を
か
ん

だ
臨
吋
は
、
飼
い
去
が
部
隊
健
所

へ
騎
け
山
制
し
て
く
だ
さ
い
。

第1委員会議

タバコは市内で

予算1葬送特務委員会

念
毅
友
の
会
発
足

設
孫
子
市
中
火
公
民
総
で
は

務
使
級
齢
制
と
し
て
、
金
持
棋
に
興

味
を
も
ち
こ
れ
か
ら
捻
ぷ
を
始

め
た
い
主
絞
っ
て
い
る
方
な
ど

を
対
象
に
盆
片
品
の
作
り
方
と
味

わ
い
ガ
チ
内
海
と
し
た
縁
組
柄
米

の
会
安
岡
聞
く
こ
と
に
な
ち
ま
し

た。
wv
醐
棉
度
名
門
絞
殺
去
の
会

軍
講
師
聴
器
」
時
汚
第
一
、
第
一
↓
一

念
緩
日
午
後
一
時
か
ら

軍
機
絵
図
一
二
月
十
八
日
H

第一一一

土
鐙
臼
午
後
一
昨
吋
か
ら
側
関
務

中
内
を
行
な
い
ま
す
。

V
申
し
込
み
仏
克
明
科
孫
子
市
中

島
A
公
民
銀

求
総
帥
眠
時
方
で
も
部
門
帥
怖
が
あ

号
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
主
感

av

て
い
る
方
な
ど
ど
な
た
で
も

勧
蓮
い
た
し
ま
す
。

やお 10時

754 

=
一
種
調
崎
会
予
防
緩
緩

a
E

気
品
開
泌
合
・
十
時
間
待
鋪
鳴
を
次
mv

口
H

開
刊
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
持
糊

幾
ず
る
お
子
様
の
い
る
方
山
枯
盛

ず
出
町
議
定
後
け
さ
せ
て
く
だ
古

、。し
叫践胤哨串噛

初
回
ぃ
開
閉
山
相
附
間
十
六
年
七
月
か

ら
用
品
朝
間
間
十
六
年
十
一

月
浴
中
2
Eま
で
の
的
悠

児

途

-mH
税
務
ハ
一
ニ
問
問
機
綴
v
d
m

済
ん
で
日
年
以
上
滋
ぎ

た
方

総
闘
の
域
政
潟
一
留
で
中
京
後
輪
閣
の

ガ
は
こ
の
出
向
島
胃
を
ご
刷
判
附
川
し
て

く
だ
さ
い
。
終
盤
を
受
け
る
と

き
は
、
す
で
に
お
滋
争
し
て
あ

り
ま
す
間
給
料
抗
争
に
記
入
し
て
同
時

子
乎
候
と
北
ハ
に
ど
持
参
く
だ
さ

い。
問
問
診
硝
識
の
な
い
方
は
会
務
に

闘
用
慾
し
て
あ
り
，
ま
す
の
で
、
必

ず
枠
制
胤
官
制
鮒
相
応
し
て
お
山
闘
で
く

だ
さ
い
。
時
一
闘
は
い
ず
れ
も
午

後
二
玲
か
ら
一
一
一
時
ま
で
で
す
。
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臨轟鐙畿

/翼、

我孫子中プーMt:7 JJ20日に1，250万狗を投じ25師10::1向スがF警戒しまし
た。主主事をの体力増進iこ大いに事tl1草されています。

p翌日セYタ円建設は4慾も紋)()万拘H史じ昨年の11}守27留から本年11月
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書事長手品Jl17自に関関した湖北会・翼手
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